
令和５年度
春期研修会のご案内

日時：令和5年5月27日（土） 13：15～1６：30
場所：新潟ユニゾンプラザ 5階 大研修室（会場参集とオンラインのハイブリッド形式）

〒950-0994 新潟県新潟市中央区上所2丁目2番2号 ℡025-281-5511

研究・活動発表
①「法人内異動に伴う、スーパービジョンの効果について」
介護老人保健施設 みずき苑 坂詰 明広 氏

②「当院における「教育」の取り組みについて」
新潟大学医歯学総合病院 患者総合サポートセンター 石原 慎一 氏

③「令和4年度新潟市南部地区ソーシャルワーカー連絡会活動報告」
新潟市南部地区ソーシャルワーカー連絡会（発表者未定）

④「神経難病専門医療機関におけるMSWの役割
〜入院相談から分析する特有ニーズからの考察〜」
脳神経センター阿賀野病院 地域医療連携室 佐藤 祐美 氏

⑤「医療社会事業実施状況調査集大成版の報告」
信楽園病院 渡邉 浩行 氏

⑥保健医療ソーシャルワーク演習 講師派遣実践報告
～養成校と職能団体協働による人材育成事業について～
ＪＡ新潟厚生連 三条総合病院 岩淵 英理 氏

裏面あり

これまでのハガキでの出欠連絡ではなく裏面・登録フォームからの申込が必要です。

委員会報告

「身寄りのない方の支援マニュアル作成委員会 活動報告」

新潟市民病院 患者総合支援センター 地域医療室 伊部 奈穂子 氏



参加申込方法
下記QRコードまたは
http://bit.ly/3FS6DPy
からお申し込みください

お問い合わせ
新潟県医療ソーシャルワーカー協会 教育研修部
中村輝美
あがの市民病院
℡0250-62-2780

牧口花菜
柏崎市中地域包括支援センター
℡0257-24-6715

教育研修部
mail: niigata3msw@gmail.com

令和5年度 春期研修会
参加申込登録フォーム

基調講演

「私がソーシャルワーカーであり続ける理由
～組織の枠にとらわれないソーシャルワークの視点～」
なにわ茶屋女将 よりそうSmile代表 奥野 真理香 氏
中越地域でMSWとして活躍されていた元協会員です！

≪講師紹介≫

日本女子大学人間社会学部社会福祉学科卒業

MSW歴10年（勤務先：（旧）小千谷総合病院 8年、魚沼基幹病院 2年）

現在の本業は、嫁ぎ先の稼業 料理屋「なにわ茶屋」（https://naniwachaya.com/）女将。

女将になってからも、障がいや病気など生きづらさを抱える人たちとの繋がりを持ち続け、現

在は、「障がい者の就労」の社会課題解決のために、奮闘中。

障がいの有無にかかわらず、いきいきと「働く」ことを通して自己実現できるよう、以下の取

り組みを行っている。

まずは、自らの店舗で、障がいのある方と共にいきいき働く場（一般就労）を作るため、

2022年11月、なにわ茶屋プロデュースの「sachimoyou」というランチタイムのスープ製造

販売事業をスタート。

また、障がいへの理解を深め、雇用に前向きに取り組む経営者を増やすため、2022年10月

「南魚沼圏域障がい者就労支援地域連携推進会」（任意団体）を4名の発起人で立ち上げ、代表

として活動中。

そのほか、2021年障がい福祉ボランティアチーム「よりそうSmile」

（https://lit.link/yorisousmile）を車椅子ユーザーの友人たちと共に立ち上げ、街のハー

ド・ソフトのバリアフリー化を推進するため、街歩きイベントやバリアフリー調査を実施。

http://bit.ly/3FS6DPy
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